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Y 君 は 語る。 

先刻 も 十三夜のお 話が 出た が、 わたし も 十三夜に 縁 

の ある 不思議な 話 を 知って ゐる。 それ は 影 を 踏まれた 

と いふ ことで ある。 

影 を 踏む とい ふ 子供 遊び は 今 は 流行ら な い 。 今 ど き 

の 子供 はそんな 詰らない 遊び を しないの である。 月の 

よい 夜なら ばいつ でも 好 さ、 うな ものであるが、 これ 

は 秋の 夜に かぎられて ゐる やうであった。 秋の 月が あ 



転ぶ の も ある。 下駄 や 草履の 鼻緒 を 踏み切る の も ある _ 

この 遊び はいつ の 頃から 始まった のか 知らないが、 兎 

にかくに 江戸時代 を 経て、 明治の 初年、 わたし 達の 子 

どもの 頃まで 行 はれて、 日清戦争の 頃に はもう 廃って 

しまったら しい。 

子ども 同士が たが ひに 影 を 踏み 合って ゐ るの は 別に 

仔細 もない が、 それだけ では 面白くない とみえて、 往々 

にして 通行人の 影 を ふんで 逃げる ことがある。 迂闊に 

大人の 影 を 踏む と 叱られる 虞れ が あるので、 大抵 は 通 

りが かりの 娘 や 子供 の 影 を 踏んで わつ と 離し 立て ゝ逃 

げる。 まことに 他愛の ない 悪戯で は あるが、 たと ひ 影 



にしても、 自分の 姿の 映って ゐる もの を 土足で 踏みに 

じられ ると 云 ふの は 余り 愉快な もので はない。 それに 

就て こんな 話が 伝 へられて ゐる。 

嘉か 元年 九月 十二 日の 宵で ある。 芝の 柴 井町、 

おうみ や しんめい まえ 

近江屋 とい ふ 糸屋の 娘お せきが 神明 前の 親類 を たづね 

て、 五つ (午後 八 時) 前に 帰って来た。 あした は 十三 

夜で、 今夜の 月 も 明るかった。 ことしの 秋の 寒さ は 例 

年よりも 身にしみて、 風邪 引きが 多い とい ふので、 お 

わたいれ そで 

せき は 仕立てお ろしの 綿 入の 両袖 を かき 合せながら、 

たど うだがわ ちょう 

北に 向って 足早に 迪 つてく ると、 宇田川 町の 大通りに 

五六 人の 男の児が 龃けま はって 遊んで ゐた。 影 や 



道 陸 神の 唄の 声 もき こえた。 

そこ を 通りぬ けて 行き か、 ると、 その子 供の 群 は 一 

度に ばら/ \ と龃け よって 来て、 地に 映って ゐる おせ 

きの 黒い 影 を 踏まう とした。 はっと 思って 避けようと 

したが、 もう 間に あはない。 い たづら の 子供た ち は 前 

後 左右から 追 取りまい て 来て、 逃げ ま はる 娘の 影 を 思 

ふが まゝに 踏んだ。 かれら は 十三夜の ぼた 餅 を 歌 ひ は 

やしながら ど つ と 笑 つて 立 去つ た。 

相手が 立 去っても、 おせき はま だ 一生懸命に 逃げた。 

かれは 息 を 切って、 逃げて、 逃げて、 柴 井町の 自分の 

かまち 

店 さきまで 龃 けて 来て、 店の 框へ 腰をおろしながら 



うつぶ やすけ 

横 さまに 俯伏して しまった。 店に は 父の 弥 助と 小僧 ふ 

たりが 居 あはせ たので、 驚いて すぐに 彼女 を 介抱した。 

奥から は 母のお 由 も 女中のお かん も龃 出して 来て、 水 

をの ませて、 落着かせて、 さて、 その 仔細 を 問 ひ釓さ 

どうき しず 

うとした が、 おせき は 胸の 動悸が なか/ \ 鎮まらない 

らしく、 しばらく は 胸 を か、 へて 店 さきに 俯伏して ゐ 

た。 

きりょう 

おせき は 今年 十七の 娘 ざ かりで、 容貌 もよ い 方で あ 

にぎ や 

る。 宵と は 云へ、 月夜と は 云へ、 賑 かい 往来と は 云つ 

て も、 なに かの 馬鹿者に からか はれた ので あらう と 親 

たち は 想像した ので、 弥助は 表へ 出て みたが、 そこら 



か のち 

彼の 伝説 は 生まれたら しいので あるが、 後に は 踏む 人 

の 遠慮よりも 踏まれる 人の 恐れと なって、 影 を 踏まれ 

+6 な +6 

ると 運が 悪くなる とか、 寿命が 縮む とか、 甚だしき は 

三年の 内に 死ぬな どと 云 ふ 者が ある。 それほどに 怖る 

ベ きものであるなら ば、 どこの 親 達 も 子どもの 遊び を 

堅く 禁止し さうな ものであるが、 それ 程に はや かまし 

く 云はなかった の を 見る と、 その 伝説 や 迷信 も 一般的 

ではなかった らしい。 而も それ を 信じて、 それ を 恐れ 

る 人達から みれば、 それが 一般的で あると 無い と は 問 

題ではなかった。 

「馬鹿 を い はずに 早く 奥 へ 行け。 」 



も 消え失せなかった。 

さう して ゐる 中に、 不運のお せき は 再び 自分の 影に 

しわす 

おどろかされる やうな 事件に 遭遇した。 その 年の 師走 

うち すす はき 

の 十三 日、 おせきの 家で 煤 掃 をして ゐ ると、 神明 前の 

親類 の 店から 小僧が 蚯け て 来て、 おばあさんが 急病で 

倒れた と 報せ た。 神明 前の 親類と いふの は、 おせきの 

母の 姉が 縁付いて ゐる 家で、 近 江 屋とは 同 商売で ある 

ばかり か、 その 次男の 要 次郎を ゆく く はおせ きの 婿 

に するとい ふ 内 相談 も ある。 そこの 老母が 倒れた と 聞 

そのまま か 

いて は 其 儘に は 済され ない。 誰か ^ すぐに 見舞に 龃け 

ilE けなければ ならない ので あるが、 生 僧に け ふ は S 掃 



の 最中で 父 も 母 も 手が 離されな いので、 とりあへ ずお 

や 

せき を 出して 遣る ことにした。 

たす き と 

襻 をはづ して、 髪 を かきあげて、 おせきが 兎つ か は 

と 店 を 出た の は、 昼の 八つ (午後 二 時) を 少し 過ぎた 

頃であった。 ゆく 先 は 大野 屋と いふ 店で、 こ、 も 今日 

は 煤 掃で ある。 その 最中に 今年 七十 五になる おば あさ 

んが 突然 打つ 倒れた ので あるから、 その 騒ぎ は 一通り 

でなかった。 奥に は 四畳半の 離屋が あるので、 急病人 

を そこへ 運び込んで 介抱して ゐ ると、 幸 ひに 病人 は 正 

気に 戻った。 け ふ は 取 分けて 寒い 日で あるのに、 達者 

に まかせて 老人が、 早朝から 若い者 どもと 一緒にな つ 



どうろく じん 

道 陸 神 を 用心お しょ ご 

「この 寒い のに、 誰も 表に 出て ゐ やしません よ。」 と、 

要 次 郎も笑 ひながら 答 へ た。 

うち 

おせきが 影 を 踏まれた の は、 やはり こ、 の 家から 帰 

る 途中の 出来事で、 彼女が それ を 気に 病んで ゐる らし 

いこと は、 母のお 由から 伯母に も 話した ので、 大野 屋 

、> フサ 

一家の 者 もみな 知って ゐ るので あった。 要 次郎は 今年 

やせがた にあい 

十九の、 色白の 痩 形の 男で、 おせきと は 似合の 夫婦と 

云って よい。 その 未来の 夫婦が むつまじ さう に 肩 をな 

ら ベて 出て ゆく の を、 伯母 は 微笑みながら 見送った。 

一応 は 辞退した もの ゝ、 要 次郎に 送られて ゆく こと 



はおせ きも 実は 嬉しかった。 これ も 笑 ひながら 表へ 出 

すす おお ど 

ると、 煤 はき を 済せ て 今夜 は 早く 大戸 をお ろして ゐる 

うちじゅう ひ 

店 もあった。 家中に 灯 をと ぼして 何 かま だ 笑 ひさく 

めいて ゐる店 もあった。 その 家々 の 屋根の 上に は、 雪 

が 降った かと 思 ふやう に 月の ひか りが 白く 照リ渡 つ て 

ゐた。 その 月 を 仰いで、 要 次郎は 夜の 寒さが 身にしみ 

る やうに 肩をすくめた。 

「風 はない が、 なか/ \ 寒 いご 

「寒う ござんす ね ご 

「おせきち やん、 御覧よ。 月が よく 冴えて ゐるご 

要 次 郎に云 はれて、 おせき も 思 はず 振り W ぐと、 向 



う 側の 屋根の 物干の 上に、 一輪の 冬の 月 は、 冷い 鏡の 

やう に^えて ゐた。 

「好い お 月 様ね え ご 

たち ま 

と は 云った が、 忽ちに 一種の 不安が おせきの 胸に 

湧いて 来た。 今夜 は 十二月 十三 日で、 月の ある こと は 

判り 切って ゐ るので あつたが、 今まで は 何 かごた/^ 

して ゐ たのと、 要 次郎と 一緒に あるいて ゐ るのと で、 

おせき は それ を 忘れて ゐ たので ある。 明るい 月 そ 

れと 反対に おせきの 心 は 暗くな つた。 急に おそろしい 

もの を 見せられた やうに、 おせき は 慌て、 顔 を そむけ 

うつむ 

て 俯向く と、 今度 は 地に 映る 二人の 影が ありく と 見 



つきまと 

犬 は 要 次 郎に追 はれながら も、 やはりお せきに 附纏 

つて ゐる やうに、 かれの 影 を 踏みながら 跳り 狂って ゐ 

かんしゃく 

るので、 要 次郎も 癇癩 をお こして、 足 もとの 小石 を 拾 

つて 二三 度 叩きつ ける と、 二 匹の 犬 は 悲鳴 を あげて 逃 

げ 去った。 

うち 

おせき は 無事に 自分の 家へ 送りと、 V けられた が、 そ 

の晚の 夢に は、 二 匹の 犬が かれの 枕 もとで 龃けま はる 

の を 見た。 

一二 



今まで、 おせき は 月夜 を 恐れて ゐ たので あるが、 そ 

の 後のお せき は 昼の 日光 を も 恐れる やうに なった。 日 

光の か y やくと ころへ 出れば、 自分の 影が 地に 映る。 

それ を 何者に か 踏まれる のが 怖し いので、 かれは 明る 

い 日に 表へ 出る の を 嫌った。 暗い 夜 を 好み、 暗い 日 を 

好み、 家内で も 薄暗い ところ を 好む やうに なると、 当 

然の 結果と して 彼女 は 陰鬱な 人間と なった。 

それが 嵩 じて、 あくる 年の 三月 頃になる と、 かれは 

燈火を も 嫌 ふやう になった。 月と いはず、 日と 云 はず 

あか リ 

燈 火と いはず、 すべて 自分の 影 をう つす もの を 嫌 ふの 

である。 かれは 自分の 影 を 見る こと を 恐れた。 かれは 



針仕事の 稽古に も 通 はなくな つた。 

「おせきに も 困った ものです ね ご と、 その 事情 を 知つ 

て ゐる母 は、 とき，^ に 顔をしかめて 夫に さ、 やく こ 

ともあった。 

やつ 

「まったく 困った 奴 だ ご 

ためいき 

弥助も 溜 息をつく ばかりで、 どうに も 仕様がな かつ 

た。 

「やっぱり 一 つの 病気です ね ご と、 お 由 は 云った。 

「まあ さう だな ご 

お ま 

それが 大野 屋の 人々 にもき こえて、 伯母 夫婦 も 心配 

した。 とりわけて 要 次 郎は気 を 痛めた。 ことに 二度目 



もちろん 

その ま、 になって ゐ るの を、 おせきの 親た ち は 勿論、 

伯母 夫婦 もしき りに 心配して ゐ たので あるが、 た、 V 一 

通りの 意見 や 説諭ぐ らゐ では、 何う しても おせきの 病 

を 癒す こと は 出来なかった。 

なにしろ これ は 一種の 病気で あると 認めて、 近江屋 

でも 嫌がる 本人 を 連れ出して、 二三 人の 医者に 診て 貰 

つたので あるが、 どこの 医者に も 確な 診断 を 下す こ 

と は 出来ないで、 おそらく 年 ごろの 娘に ぁリ 勝の 

きう つび よう 

気鬱 病で あらう かな どと 云 ふに 過ぎなかった。 そのう 

そうりょうむすこ ある 

ちに 大野 屋の 惣領 息子、 すな はち 要 次郎の 兄が 或 人 か 

したや ぎょうじゃ 

ら下 谷に 偉い 行者が あると いふ こと を 聞いて 来たが、 



つてお 帰りな さるが よい ご 

行者 は 神前に か、 V やいて ゐる 蠟燭の 一 本 を 把って 出 

した。 今夜の 子の刻 (午後 十二時) に その 蠟燭の 火 を 

照して、 壁 か 又は 障子に うつし 出される 娘の 影 を 見 

つきもの 

と、 V けろ と 云 ふので ある。 娘に 何 かの 憑物が して ゐる 

その はず 

ならば、 その 形 は 見えず とも 其 影が ありく と 映る 害 

である。 その 娘に 狐が 憑いて ゐ るなら ば、 狐の 影が う 

つるに 相違ない。 鬼が 憑いて ゐ るなら ば 鬼が 映る。 そ 

れを 見と y けて 報告して くれ、 ば、 わたしの 方に も 又 

ろうそく 

相当の 考 へが あると 云 ふので あった。 かれは その 蠟燭 

しらき じゅもん 

を 小さい 白木の 箱に 入れて、 なに か 呪文の やうな こと 



を唱 へた 上で、 うや/ \ しく弥 助に わたした。 

「ありがた うご ざリ ます。 」 

おしいただ 

夫婦 は 押 頂いて 帰って来た。 その 日 は ゆ ふ 方から 

雨が 強くな つて、 ときぐ に 雷の 音が きこえた。 これ 

で 梅雨 も 明ける ので あらう と 思った が、 今夜の 弥助夫 

婦に 取って は、 雨の 音、 雷の 音、 それが なんとなく 物 

すさまじ いやう にも 感じられた。 

前から 話して 置いて は 面倒 だと 思った ので、 夫婦 は 

娘に むかって 何事 も洩 さなかった。 四つ (午後 十 時) 

に は 店 を 閉める ことにな つて ゐ るので、 今夜 もい つも 

の 通りに して 家内の 者 を 寝かせた。 おせき は 二階の 三 



いちもつ ね ふリ 

畳に 寝た。 胸に 一 物 ある 夫婦 は 寐た振 をして 夜の ふけ 

るの を 待って ゐ ると、 やがて 子の刻の 鐘が ひ、 V いた。 

はしご か 

それ を 合図に 夫婦 は そっと 階 子 をの ぼった。 弥助は 彼 

ろうそく 

の 蠟燭を 持って ゐた。 

ふすま うかが 

一 一階の 三 畳の 襖 を あけて 窺 ふと、 今夜のお せき は 

疲れた やうに す やくと 眠って ゐた。 お 由 は しづかに 

揺り 起して、 半分 は寐 ぼけて ゐる やうな 若い 娘 を 寝床 

ねずみ かべ 

の 上に 起き直らせ ると、 かれの 黒い 影 は 一方の 鼠 壁 

に 細く 揺れて 映った。 蠟燭を 差 出す 父の 手が すこしく 

ふ る 

顫 へて ゐ るからで あった。 

夫婦 は 恐る、 やうに 壁 を 見つめる と、 それに 映って 



さと ラ 

「それで は 私に も 祈禱の 仕様がな いご 

突き放されて、 弥助も 途方に くれた。 

「では、 どうしても 御 祈 禱は願 はれますまい かご と、 

かれは 嘆く やうに 云った。 

「お気の毒 だが、 わたしの 力に は 及ばない。 しかし、 

せっかく 

折角た び/ \ お出でにな つたので あるから、 もう 一度 

ためして 御覧になる がよ いご と、 行者 は 更に 一 本の 蠟 

もや 

燭を 渡した。 「今夜す ぐに この 火 を 燃す ので はない。 

今から 数へ て 百日 目の 夜、 時刻 はや はり 子の刻、 お 忘 

れ なさるな ご 

今から 百日と いふので は、 あまりに 先が 長いと も 思 



その 九月 十二 日が いよく 来た。 その 夜の 月 は 去年 

と 同じ やうに 明るかった。 

ひる 

あくる 十三 日、 け ふ も 朝から 晴れて ゐた。 午 少し 前 

に 弱い 地震が あった。 八つ 頃 (午後 二 時) に 大野 屋の 

伯母が 近所まで 来たと 云って、 近 江屋の 店に 立 寄った。 

呼ばれて、 おせき は 奥から 出て 来て、 伯母に も 一通 リ 

の 挨拶 をした。 伯母が 帰る ときに、 お 由 は 表まで 送つ 

て 出て、 往来で 小声で さゝ やいた。 

「おせきの 百日 目と いふの は 昨夜だった のです よご 

「さう 思った から わたし も 様子 を 見に 来たの さ ご と 

伯母 も 声 を ひそめた。 「そこで、 何 か 変った ことで も 



あって …… ご 

「それが ね、 姉さん ご と、 お 由 はう しろ を 見 か ヘリな 

がら 摺 寄った。 「ゆうべ も 九つ (午後 十二時) を 合図に 

おせきの 寝床へ 忍んで 行って、 寐 ぼけて ぼんやりして 

ゐ るの を 抱き起して、 内の人が 蠟燭を かざして みると 

—— 壁 に は 骸骨の 影が 映って … … ご 

ふる 

お 由の 声は顫 へて ゐた。 伯母 も 顔の 色 を 変へ た。 

「え、 骸骨の 影が …… 。 見 違 ひぢゃ あるまい ね ご 

「あんまり 不思議で すから 好く 見つめて ゐ たんです け 

れど、 確に それが 骸骨に 相違ない ので、 わたし はだ 

ん くに 怖くな りました。 わたし ばかりでなく、 内の 



人の 眼に もさう 見えた とい ふので すから、 噓ぢゃ あり 

ません ご 

ためいき 

「まあ ご と、 伯母 は 溜 息をついた。 「当人 は それ を 知 

ら ない のかえ ご 

「ひどく 眠が つて ゐて、 又す ぐに 寐て しま ひました か 

ら、 何にも 知らないら しいので す。 それにしても、 

骸骨が 映る なんて 一 体 どうしたん でせ うご 

き おば 

「下 谷へ 行って 訊いて 見た の ご と、 伯母 は 訊いた。 

「内の人 は 今朝 早くに 下 谷へ 行って、 その 話 をし まし 

ぎょうじゃ さま 

たと ころが、 行者 様 はた- V 黙って 考 へて ゐて、 わたし 

にもよ く 判らない と 云った さう です ご と、 お 由 は 声 を 



曇らせた。 「ほんた うに 判らない のか、 判って ゐても 

云 はない のか、 どっちで せう ね ご 

「さあ ご 

判って ゐても 云 はない ので あらう と、 伯母 は 想像し 

た。 お 由 もさう 思って ゐる らしかった。 もし さうなら 

ば、 それ は 悪い ことに 相違ない。 In いこと であれば 隠 

す 害がない と は、 誰でも 考 へられる ことで ある。 二人 

の 女 は 暗い 顔 をみ あはせ て、 しばらく 往来 中に 突っ立 

つて ゐ ると、 その 頭の 上の 青空に は 白い 雲が 高く 流れ 

てゐ た。 

お 由 はやが て 泣き出した。 



「おせき は 死ぬ のでせ うか ご 

伯母 もなん と 答へ てい、 か 判らなかった。 かれ も 内 

心に は 十一 一分の 恐れ をいだ きながら、 兎も角も 間に あ 

ほ.. R 

はせ の 気休め を 云って 置く の 外はなかった。 

うち 

伯母 は 家へ 帰って その 話 をす ると、 要次郎 はまた 怒 

つた。 

おじ お ま 

「近 江屋の 叔父さん や 叔母さん にも 困るな。 いつまで 

きつね 

狐つ かひの 行者なん か を 信仰して ゐ るの だら う。 そ 

んな こと をして 此方 をさん，^ 嚇 かして 置いて、 お 

しまい きとう こんたん 

仕舞に 高い 祈禱料 をせ しめよう とする 魂胆に 相違ない 

の だ。 そのく らゐの 事が 判らない のかな ご 



どうろく じん もち 

—— 影 や 道 陸 神、 十三夜の ぼた 餅 II 

子どもの 唄が 又き こえた。 それ は 近 江屋の 店先 を 離 

れ てから 一 町 ほど も 歩き 出した 頃であった。 

「子供が 来ても 構 はない。 平気で 思 ふさ ま 踏ませて 遣 

る 方が ぃゝ よご と、 要 次郎は 励ます やうに 云った。 

子供の 群 は 十 人ば かりが 一 組にな つて 横町 から 出 

て 来た。 かれら は 声 を そろへ て 唄 ひながら 二人の そば 

へ 近寄った が、 要 次郎は 片手で おせきの 右の 手 をし つ 

かりと 握りながら、 わざと 平気で 歩いて ゐ ると、 その 

影 を 踏まう として 近寄った らしい 子供 等 は、 なに を 見 

たの か、 急に わつ と 云って 一度に 逃げ 散った。 
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